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第31回
二
中
地
区
文
化
祭

平
成
29
年
11
月
24
日
、
真
鍋
小
学
校
体
育

館
に
て
創
立
１
４
０
周
年
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
真
鍋
小
学
校
１
４
０
周
年
の

歩
み
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
が
行
わ
れ
、
記
念
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
⑴
４
年
生
合
唱
「
星

の
大
地
に
」、「
ふ
る
さ
と
」、
⑵
二
中
と
の

合
同
合
唱
「
つ
ば
さ
を
く
だ
さ
い
」、「
未
来

へ
つ
な
げ
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
は
、
カ
ル
タ
あ
そ
び
や
救
急
体
験

な
ど
で
地
域
の
方
と
交
流
す
る
「
ふ
れ
あ
い

祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

館
長　
浜
田
　
　
衛

11
月
19
日
～
26
日
ま
で
、
二
中
地
区
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
天
気
に
も

恵
ま
れ
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
了
で
き
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
委
員
会

や
同
好
会
、
そ
し
て
農
産
物
提
供
の
農
家

組
合
の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
さ
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま
し

た
と
こ
ろ
、
１
８
０
名
の
回
答
が
あ
り
簡

単
に
報
告
を
し
ま
す
と
、
年
齢
は
67
％
が

40
代
以
上
で
、
女
性
は
63
％
で
し
た
。
住

ま
い
は
74
％
が
二
中
地
区
で
す
。
来
場
者

の
78
％
が
２
人
以
上
で
来
て
、
57
％
が
車

で
す
。
毎
年
来
て
い
る
リ
ピ
ー
タ
ー
が

40
％
と
い
う
高
い
結
果
で
し
た
。

明
治
10
年
６
月　
・
真
鍋
学
校
創
設

　
　
　
　
　
　
　
　
西
真
鍋
長
松
院
で
開
校

　
　
15
年
４
月　
・
真
鍋
小
学
校
と
改
称

　
　
40
年
１
月　
・
現
在
地
に
校
舎
新
築

　
　
　
　
　
　
　
　
桜
の
苗
木
移
植

大
正
８
年
２
月　
・
校
章
制
定（
な
で
し
こ
）

昭
和
22
年
４
月　
・
学
制
改
革
で
土
浦
市
立

　
　
　
　
　
　
　
　
真
鍋
小
学
校
と
改
称

　
　
32
年
１
月　
・
校
庭
の「
真
鍋
の
桜
」

　
　
　
　
　
　
　
　
県
指
定
天
然
記
念
物
に

　
　
　
　
11
月　
・
創
立
80
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
・
校
歌
制
定・同
窓
会
発
足

　
　
52
年
６
月　
・
創
立
100
周
年
記
念
式
典

　
　
59
年
３
月　
・
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
「
希

　
　
　
　
　
　
　
　
望
の
塔
」
建
立

平
成
17
年
１
月　
・
新
校
舎
完
成

　
　
20
年
３
月　
・「
真
鍋
の
桜
」保
存
会
設
置

真
鍋
小
学
校
の
沿
革

初
め
て
文
化
祭
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た

祝
真
鍋
小
学
校
創
立
140
周
年

大正時代の運動会

昭和 32 年頃の正門

100 周年記念：校歌の碑（昭和 52 年） 木造校舎（昭和 38 年）130 周年記念式典（平成 19 年）
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現
役
を
退
い
た
後
、
別
の
豊
か
な
人
生

を
求
め
て
音
楽
、
料
理
、
健
康
運
動
（
太

極
拳・ヨ
ガ・エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
）、
ダ
ン
ス
（
社

交
ダ
ン
ス
・
フ
ラ
メ
ン
コ
）
等
々
、
様
々
な

社
会
活
動
に
参
画
し
相
応
の
楽
し
み
を
体

験
し
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
基
本
的
に

個
人
の
能
力
向
上
に
精
力
を
費
や
し
、
厳

し
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
「
初
め

て
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」
講
座
を
受
け
ま
し

た
。
世
界
各
国
の
何
種
類
も
の
民
族
舞
踊

を
す
ぐ
に
踊
れ
て
、
数
人
の
グ
ル
ー
プ
と

し
て
の
踊
り
は
、
和
気
あ
い
あ
い
と
童
心
に

帰
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
や
れ
ば
や
る
ほ

ど
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
男
性
が
少
な
い

の
が
通
例
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
中
高
年
に

は
打
っ
て
つ
け
の
運
動
量
で
、
講
座
に
参
加

し
た
男
性
は
全
員
同
好
会
員
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
文
化
祭
も
講
座
体
験
の
お
蔭
で
、

皆
乗
り
乗
り
で
し
た
。
未
体
験
の
方
々
是

非
体
験
を
！　

ラ
ラ
ラ
、
ラ
ラ
ラ
♪

 
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と
の
め
ぐ
り
会
い

さ
わ
や
か
・
そ
よ
か
ぜ
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
　
仲
平
　
四
郎
　

 

大
正
琴

琴
友
会
　
大
山
　
春
子
　

 

文
化
祭
へ
の
出
展
に
あ
た
っ
て

面
恋
会
　
小
島
　
利
夫
　

私
事
だ
が
、
入
会
し
て
７
年
を
迎
え
る

が
未
だ
未
熟
者
。「
ひ
ょ
っ
と
こ
」、「
お
か

め
」
等
10
面
位
を
彫
っ
た
が
、
筆
使
い
が

下
手
な
の
か
塗
り
作
業
が
上
手
く
い
か
ず

に
塗
り
直
し
を
繰
り
返
し
、
文
化
祭
間
際

に
や
っ
と
仕
上
が
る
始
末
。
下
田
先
生
は

じ
め
メ
ン
バ
ー
を
や
き
も
き
さ
せ
る
事
毎

回
。
し
か
し
、
面
を
彫
っ
て
い
る
時
は
作

業
に
没
頭
し
、
そ
れ
が
災
い
し
て
彫
り
過

ぎ
て
埋
め
戻
す
事
も
あ
る
。
下
田
先
生
の

指
導
よ
ろ
し
く
、
少
人
数
で
は
あ
る
が
和

気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
時
間
が
過
ぎ
る
の

も
忘
れ
、
メ
ン
バ
ー
各
自
が
マ
イ
ペ
ー
ス
で

作
業
を
進
め
る
。
時
に
は
雑
談
で
盛
り
上

が
り
、
時
に
は
作
業
に
行
き
づ
ま
り
、
解

決
方
法
の
意
見
交
換
と
週
１
回
の
集
い
を

有
意
義
に
過

ご
し
て
い
る
。

作
品
の
出

来
に
関
し
て

は
、
認
知
症

予
防
と
楽
し

く
余
暇
を
過

ご
す
事
の
次

と
考
え
て
い

た
方
が
良
い

の
か
な
？

私
た
ち
琴
友
会
は
、
二
中
地
区
公
民
館

の
講
座
よ
り
同
好
会
と
し
て
発
足
し
30
余

年
。
会
員
は
現
在
10
名
で
、
毎
週
木
曜
日

の
午
後
、
公
民
館
に
て
大
正
琴
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

今
年
の
文
化
祭
で
は
、「
ラ
ブ
ユ
ー
東

京
」「
無
錫
旅
情
」
の
２
曲
を
演
奏
し
ま

し
た
。
音
色
の
異
な
る
４
パ
ー
ト
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
で
し
た
が
、
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
満
足
で
き
る
演
奏
を
目
標
に

し
て
い
ま
す
が
、
緊
張
も
あ
り
思
う
よ
う

に
い
か
な
い
も
の
で
す
。
お
互
い
に
「
ま

あ
ま
あ
」
の
言
葉
が
で
た
時
は
、「
ホ
ッ
」

と
し
て
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
懐
メ
ロ
を
大
正
琴
に
の
せ

て
、
琴
の

楽
し
さ
を

お
届
け
で

き
れ
ば
と

思
っ
て
い

ま
す
。
新

し
い
メ
ン

バ
ー
大
歓

迎
で
す
。

お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

◆
木
田
余
東

　

松
浦　

春
夫　
　

松
浦　

将
夫

　

渡
部　

芳
浩　
　

酒
井　

あ
い

　

吉
田　

信
茂　
　

岩
瀬
あ
さ
子

　

鳥
羽　

博
司　
　

松
浦　

裕
之

　

今
泉　

重
憲　
　

羽
成　
　

勇

　

羽
成　

照
昭　
　

坂
井　
　

昇

　

鳥
羽　

久
良　
　

鈴
木　

正
男

　

岩
瀬　
　

敏　
　

殿
岡　

一
男

◆
木
田
余
沖

　

小
野　

俊
之　
　

高
原　

芳
夫

　

遠
藤　
　

繁　
　

天
谷　

俊
一

　

小
野　

昭
夫　
　

黒
田　

茂
夫

　

小
野　

一
男　
　

小
野　

丹
生

農
産
物
提
供
者
御
芳
名

※
順
不
同
　
敬
称
略
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高
原　
　

厚　
　

小
野　

和
子

　

小
野　

武
司　
　

福
田　

隆
通

　

藤
崎　

孝
一

◆
木
田
余
西

　

久
松　

正
人　
　

藤
崎　

武
男

　

小
林　
　

徹　
　

小
野　

俊
雄

　

小
野　

忠
一　
　

川
島　

一
男

　

岡
田　
　

明　
　

野
口　

憲
一

　

小
野　

隆
行

◆
木
田
余
中

　

山
本　

悦
子　
　

山
本　

徹
夫

　

久
松　

武
治　
　

松
浦　

和
義

　

山
本　
　

衛　
　

久
松　

良
次

　

小
野　

辰
夫

◆
西
真
鍋

　

羽
方　

文
弥　
　

岩
浪　

英
一

　

松
岡　
　

勇　
　

塙　
　

一
男

　

岩
浪　

信
一　
　

栁
澤　

朝
子

　

塚
本　
　

進　
　

須
藤　

恵
一

　

軽
部　

信
二

◆
東
真
鍋

　

間
中　
　

浄　
　

海
老
原
一
郎

◆
殿
里
東

　

菊
田　

保
男　
　

菊
田　

泰
弘

　

菊
田　

忠
良　
　

吉
田　
　

進

　

菊
田　
　

明

◆
殿
里
西

　

岡
田　

孝
雄　
　

小
沼　

一
雄

　

岡
田　

文
男　
　

岡
田　
　

清

　

岡
田　

寿
夫

真鍋小金管バンドいきいき茨城ゆめ国体マスコット「いばラッキー」

土浦第二中合唱

チャレンジクラブがお手伝い 「木田余庵」のそばを堪能

一葉会（絵手紙）

木田余地区資源保全会（ハス天ぷら試食）
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平成29年度市民委員会専門部事業報告
主な担当事項 実施月日 事業内容

福祉部
地域福祉への参加協力
ふれあいネットワークへの参加協力

８月 30 日 窓愛園の夏祭りへの参加協力　（バーベキュー）
12 月 16 日 福祉映画鑑賞会「犬と歩けば　チロリとタムラ」

２月 25 日予定 子どもの貧困に関する講演会
　窓愛園のバーベキューはおいしく、楽しい時間でした。又、子ども達が皆元
気に仲良く生活している様子が感じられ、我々参加者もパワーをもらいました。
映画は、介護の一環として活躍するセラピードッグを題材にした内容で、とて
も感動的でした。
　福祉部は、地域を愛し、地域に少しでも貢献できるようこれからも活動を続
けていきます。

安全部
交通安全思想の啓発
防災防犯活動の推進

毎月第２火曜日 防犯パトロール（真鍋地区）
４月 8 日 「真鍋の桜を楽しむ集い」　参加協力

３月 15 日予定 安全運転中央研修所（ひたちなか市）と水戸気象台見学
　防犯パトロールは２班に分かれて市民会館付近を巡回しています。「真鍋の桜
を楽しむ集い」では、寒い中ではありましたが、遠方より桜を見に来た人達に
感謝されて、私たちも心温まることがありました。救命講習会は、他団体とタ
イアップして実施することもあります。一人でも多くの人達に経験していただ
きたいと思います。　

スポーツ健康部
各種スポーツレクリエーション活動
健康づくり 健康教室

8 月 6 日 なでしこラジオ体操　参加協力
10 月 8 日 二中地区市民体育祭　参加協力
11 月 8 日 バスハイキング　「鷲子山上（とりのこさんしょう）神社」

２月 25 日予定 歩く会　参加協力
　鷲子山上神社は、茨城と栃木の県境が大鳥居の中央を通るという珍しい神社
です。宮司の説明を聞き、約１時間 30 分のハイキング。昼のお弁当、アユ、リ
ンゴのサービス、そして温泉で楽しい一日を過ごすことができました。文化祭
では、例年通り煮イカや甘酒の準備と販売。煮イカは大変人気があり、早めに
完売となりました。
　バスハイキングでは、これからも楽しい企画を用意していきます。　

環境部
ゴミの減量化資源化運動
環境美化　水質浄化運動
花いっぱい運動

8 月 23 日 花いっぱい運動、グリーンカーテン運動
11 月 11 日 土浦市環境展　参加協力（環境マップの作成、出展）
12 月 8 日 ポイ捨て防止看板作成、設置

　花いっぱい運動は、今年度は優秀賞でした。公民館を訪れた人達に、綺麗だな
と感じていただけたと思います。土浦市環境展では、各町内の環境マップを作成・
展示、またポイ捨て防止看板を作成・設置し、環境保全美化に取り組むと共に
意識の高揚を図っております。地域の環境は私達一人ひとりの心掛けからです。
自分達の力で環境を守りましょう。

青少年育成部
非行防止キャンペーン
地域と学校との連携強化
親子教室　講演会　など

年 10 回 チャレンジクラブ事業
8 月 27 日 地域パトロール（鹿島神社例大祭時）

　チャレンジクラブの活動は、日常生活を離れた多岐に渡る楽しい出会いの連
続です。子ども達は、様々な体験を通して自らにチャレンジし、学年を超えて
共に生きる在り方を学んでいます。青少年育成部は、子ども達の安全を第一に
温かく見守り、その成長に貢献すべく努めております。地域の子ども達を地域
が育てていく一助となりましたら幸いです。

文化広報部
広報紙発行
文化講演会の開催
公民館講座への参加推進

９月１日 広報紙「やすらぎ 45 号」発行
２月１日 広報紙「やすらぎ 46 号」発行

　今年度も無事に「やすらぎ」を発行することができました。地域での行事な
ど記事にしたい事がありましたら、公民館事務所までお知らせください。「やす
らぎ」45 号から、「編集部コラム」の欄を設けました。広報部員がふと感じた
ことを綴っています。

　※上記以外に下記の事業に参加協力しました。
　　☆二中地区文化祭（11/19 〜 26）　　☆合同視察研修（1/30）　　☆「土浦市まちづくり市民会議」（土浦市）
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歌舞伎観劇への招待

家庭でできるシェフの味

不安解消〜子育て世代のマネー講座

アロマで作る「くすり箱」Ⅱ

自重筋トレエクササイズ

「山ガール」〜つくばグレートトラバース・秋編

初めてのフォークダンス

後
期
公
民
館
講
座

館
長　
浜
田
　
　
衛

過
日
、
25
名
を
引
率
し
て
、
国
立
劇
場

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
文
楽
は
人
形
浄
瑠

璃
と
も
よ
ば
れ
台
詞
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

担
当
す
る「
太た

夫ゆ
う

」、太ふ
と

棹ざ
お

と
よ
ば
れ
る「
三

味
線
」、
三
人
で
操
る
「
人
形
」
で
構
成

さ
れ
ま
す
。
た
か
が
人
形
劇
だ
と
思
う
な

か
れ
！　

太
夫
が
語
り
始
め
、
三
味
線
が

ベ
ベ
ー
ン
‥
と
唸
り
を
上
げ
、
人
形
が
動

き
始
め
る
と
、
も
は
や
別
世
界
。
今
回
上

演
は
、
お
姫
様
が
嫉
妬
に
狂
っ
て
大
蛇
に

な
る
「
日ひ

高だ
か

川が
わ

入い
り

相あ
い

花ざ
く

王ら

」
と
公
金
横
領

事
件
を
題
材
に
し
た
「
傾け

い

城せ
い

恋こ
い

飛び

脚き
ゃ
く

」
の

二
本
立
て
で
、
圧
巻
で
し
た
。

「
古
典
芸
能
を
楽
し
む
文
楽
編
」に
参
加
し
て
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我
々
、
真
鍋
六
丁
目
昭
和
会
は
会
員
数

61
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
４
月
の
「
真
鍋
の
桜

を
楽
し
む
集
い
」
に
始
ま
り
、
土
浦
の
夏

を
彩
る
「
土
浦
キ
ラ
ラ
祭
り
」、
真
鍋
地

区
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
鹿
島
神
社
例

大
祭
、
皆
が
声
を
嗄か

ら
し
て
熱
く
な
る
市

民
体
育
祭
、
そ
し
て
、
年
末
に
開
催
す
る

「
鹿
島
神
社
を
明
る
く
す
る
会
」な
ど
様
々

な
真
鍋

地
区
の

行
事
毎

に
積
極

的
に
参

加
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、

町
内
活

動
に
於

い
て
も
、

廃
品
回

収
や
敬

青
年
会
紹
介

青
年
会
紹
介 

②

 

②

二 中
地 区
二 中
地 区
二 中
地 区

●
前
回
よ
り
３
回
に
わ
た
り
、
二
中
地
区
の
青
年
会
を
順

次
紹
介
し
て
い
ま
す
。（
原
稿
は
Ｈ
29
・
11
月
現
在
）

●
前
回
よ
り
３
回
に
わ
た
り
、
二
中
地
区
の
青
年
会
を
順

次
紹
介
し
て
い
ま
す
。（
原
稿
は
Ｈ
29
・
11
月
現
在
）

真
鍋
六
丁
目
昭
和
会

会
長
　
櫻
井
　
克
彦
　

西
真
鍋
町
西
真
会会

長
　
大
森
　
正
樹
　

東
真
鍋
町
弁
天
会会

長
　
中
江
　
篤
生
　

老
祝
賀
会
の
お
手
伝
い
、
夜
間
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
し
、
安
心
・
安
全
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

我
が
六
丁
目
に
は
町
歌
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
歌
詞
の
一
部
に
『
住
ん
で
良
か
っ
た

六
丁
目
』
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
真
鍋
全
体
が
住
ん
で
良
か
っ
た

町
だ
と
誰
も
が
思
い
憧
れ
を
も
っ
て
頂
け

る
ま
ち
づ
く
り
を
、
他
町
内
の
皆
様
と
協

力
し
、
更
に
親
睦
を
深
め
な
が
ら
真
鍋
地

区
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
く
活
動
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
弁
天
会
は
、
東
真
鍋
町
に
居
住
、

も
し
く
は
出
身
者
で
構
成
さ
れ
、
８
月
の

鹿
島
神
社
例
大
祭
を
は
じ
め
、
10
月
の
市

民
体
育
祭
等
、
東
真
鍋
町
を
代
表
し
て
各

行
事
や
奉
仕
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

平
均
年
齢
は
44
・
1
才
と
少
々
高
め
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
ぞ
と
い
う
時
の
動

員
力
は
と
て
も
高
く
、
会
員
間
の
信
頼
感

と
結
束
が
自
慢
の
会
と
言
え
ま
す
。

会
員
の
共
通
の
認
識
は
、
町
内
の
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
く
行
事
に
参
加
出
来
る
環

境
を
整
え
、
東
真
鍋
町
で
沢
山
の
思
い
出

と
共
に
成
長
し
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
事
に
あ
り
ま
す
。

近
年
、
町
の
各
行
事
に
対
す
る
子
ど

も
た
ち
の
参
加
が
芳
し
く
な
い
事
も
あ
り
、

毎
年
の
様
に
新
し
い
試
み
を
取
り
入
れ
て

い
ま
す
。
全
て
が
成
功
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
出
来
る
事
を
一
つ
一
つ
積

み
上
げ
て
、
誰
の
目
に
も
魅
力
の
あ
る
町

と
い
え

ば
「
東

真

鍋

町
」
と

皆
に
答

え
て
も

ら
え
る

事
を
目

標
に
が

ん
ば
っ

て
い
ま

す
。

西
真
鍋
町
西
真
会
は
今
年
度
会
員
39
名

で
活
動
し
て
お
り
、
春
は
「
真
鍋
の
桜
を

楽
し
む
集
い
」、
夏
は
鹿
島
神
社
例
大
祭
、

秋
に
は
二
中
地
区
体
育
祭
に
参
加
し
、
年

末
に
「
鹿
島
神
社
を
明
る
く
す
る
会
」
等

会
員
一
丸
と
な
り
年
間
を
通
じ
て
地
域
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

中
で
も
鹿
島
神
社
例
大
祭
は
西
真
鍋
町

の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
伝
統
あ
る
獅
子
舞

を
披
露
す
る
一
大
行
事
で
も
あ
る
為
、
毎

月
獅
子
舞
や
お
囃
子
の
練
習
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
防
犯
や
防
災
に
関
し
て
も
、
毎
週

土
曜
日
夜
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
毎
年
開

催
さ
れ
る
防
災
訓
練
へ
も
積
極
的
に
参
加

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

大
き
な
行
事
も
多
く
、
い
ろ
い
ろ
と
大

変
な
事
は
多
い
で
す
が
、
町
内
の
方
々
に

支
え
ら
れ
、
助
け
合
い
や
絆
と
い
う
も
の

を
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
全
員
で
力
を
合
わ
せ
て
青
年
会

の
活
動
を
行
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
真
鍋
新
町
青
年
会
は
20
代
か
ら

真
鍋
新
町
青
年
会会

長
　
瀬
能
　
　
強
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50
代
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
を
し
て
お
り
ま

す
。
人
数
は
そ
ん
な
に
多
く
は
な
い
の
で

す
が
少
数
精
鋭
で
団
結
し
、
育
成
会
、
町

内
と
の
結
束
力
は
強
く
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
廃
品
回
収
、
８

月
に
は
「
キ
ラ
ラ
ま
つ
り
」、
鹿
島
神
社

例
大
祭
、
市
民
体
育
祭
な
ど
に
参
加
し
ま

す
。
ま
た
今
年
、
当
町
は
９
年
に
一
度
の

当
番
町
と
い
う
事
で
鹿
島
神
社
例
大
祭
で

は
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
会
員
一
同
一
丸

と
な
っ
て
無
事
に
終
了
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
あ
と
当
番
町
と
し
て
の
大
き
な
行

事
は
、
12
月
31
日
の
「
鹿
島
神
社
を
明
る

く
す
る
会
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
も
青
年
会
会
員
が
地
域
の
皆
様
、
子
ど

も
た
ち
と
和
を
も
っ
て
活
動
し
、
そ
し
て

協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
会
員
の
皆
様

に
感
謝
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

真
鍋
連
合
青
年
会
会
長　
瀬
能
　
　
強

40
周
年
の
記
念
と
し
て
、
先
輩
方
の
助

言
も
あ
り
、何
か
記
念
事
業
を
開
催
す
べ
く
、

真
鍋
９
町
内
の
青
年
会
で
合
議
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
子
ど
も
た
ち
や
住
民
の
皆
さ
ま
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
と
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
記
念
事
業
と
し

て
「
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
」
と
「
記
念
式
典
・

祝
賀
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

参
加
型
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
10
月
29
日

に
『
ま
な
べ
縁
日
』
と
称
し
て
、
地
元
真
鍋

の
ピ
ア
タ
ウ
ン
様
や
Ｊ
Ｃ
〇
Ｍ
様
に
も
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
や
焼
き

そ
ば
、焼
き
鳥
の
屋
台
な
ど
を
設
け
ま
し
た
。

当
初
は
屋
外
で
の
開
催
予
定
で
し
た
が
、
台

風
の
接
近
に
よ
り
急
遽
室
内
に
変
更
し
ま
し

た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
当
に
た
く
さ
ん

の
皆
様
に
ご
来
場
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
念
式
典
と
し
て
は
、
12
月
３
日
に
マ

ロ
ウ
ド
筑
波
に
て
、
ご
来
賓
の
皆
さ
ま
に
ご

臨
席
を
賜
り
、諸
先
輩
方
の
表
彰
を
は
じ
め
、

多
大
な
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
い
る
鹿
島
神
社

へ
記
念
品
を
謹
呈
い
た
し
ま
し
た
。
祝
賀
会

で
は
、
真
鍋
の
歴
史
を
振
り
返
る
Ⅴ
Ｔ
Ｒ
を

見
な
が
ら
、
懐
か
し
い
思
い
を
寄
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
40
年
間
の
歴
史
は
、
途
切
れ

る
こ
と
な
く
祭
礼
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
さ
れ
た
そ
の
時
々
の
メ
ン
バ
ー
が

作
り
上
げ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
、
長
い
歴
史
の
中
で
こ
の
青
年
会

の
活
動
に
携
わ
れ
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま

に
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

本
事
業
が
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
こ
と
を

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

真
鍋
連
合
青
年
会
40
年
の
歩
み

昭
和
50
年　

�

住
居
表
示
変
更
に
よ
り
、
真

鍋
地
区
が
現
在
の
9
町
内
に

　
　
51
年　

�

真
鍋
の
ま
つ
り（
鹿
島
神
社
例
大
祭
の
余

興
）が
十
数
年
ぶ
り
に
復
活（
こ
の
年
は
3

町
内
参
加
、
翌
年
か
ら
全
9
町
内
参
加
）

　
　
53
年　

�
真
鍋
連
合
青
年
会
発
足

　
　
55
年　

�

鹿
島
神
社
を
明
る
く
す
る
会
を
初
開
催

平
成
20
年　

�

設
立
30
周
年
記
念
交
流
会
を
開
催

　
　
22
年　

�

規
約
を
制
定（
翌
年
施
行
）

平
成
23
年　

�

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
鹿
島
神
社

被
災（
灯
篭
倒
壊
、屋
根
瓦
落
下
等
）

　
　
　
　
　

�

片
付
け
支
援
や
、
被
災
地
の

た
め
の
募
金
活
動
を
実
施

　
　
29
年　

�

設
立
40
周
年
記
念
事
業
・
式

典
の
実
施（
本
文
参
照
）

キ
ト
ラ
ボ
ッ
ク
ス�

池
澤　
夏
樹

２
千
７
百
の
夏
と
冬　
上
・
下�

荻
原　
　
浩

天
上
の
葦　
上
・
下�

太
田　
　
愛

最
後
の
秘
境
東
京
藝
大
天
才
た
ち
の

　
カ
オ
ス
な
日
常�

二
宮　
敦
人

か
が
み
の
孤
城�

辻
村　
深
月

デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス�

桐
野　
夏
生

月
の
満
ち
欠
け�

佐
藤　
正
午

あ
と
は
野
と
な
れ
大
和
撫
子�

宮
内　
悠
介

帰
郷�

浅
田　
次
郎

明
治
乙
女
物
語�

滝
沢　
志
郎

球
道
恋
恋�

木
内　
　
昇

み
か
づ
き�

森　
　
絵
都

敵
の
名
は
宮
本
武
蔵�

木
下　
昌
輝

「
字
」
を
変
え
る
と

　

人
生
は
う
ま
く
い
く
！�

小
山
田
香
代

祝40年 真鍋連合青年会

㊟
本
年
表
は
、
以
下
の
資
料
等
を
参
考
に
や
す
ら
ぎ

編
集
部
が
作
成
し
ま
し
た

・「
真
鍋
一
丁
目
青
年
会
・
真
和
会
二
十
周
年
記
念

誌
」（
平
成
9
年　

真
鍋
一
丁
目
真
和
会
設
立

二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
発
行
）

・「
鹿
島
神
社　

真
鍋
の
ま
つ
り
」（
昭
和
55
年
～
61

年　

近
藤
修
様
所
蔵
資
料
）

真
鍋
連
合
青
年
会
は
真
鍋
地

区
９
町
内
の
各
青
年
会
の
集
合

組
織
で
、
発
足
か
ら
40
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
節
目
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
ま
と
め
、
本

年
度
の
連
合
青
年
会
長
に
、
昨

年
行
わ
れ
た
記
念
事
業
に
つ
い

て
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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今
ど
き
の
〇
〇
は
…

　

年
寄
り
は
よ
く
「
今
時
の
若
者

は
」と
苦
言
を
呈
し
ま
す
が
、
最
近

は
多
少
事
情
が
異
な
る
よ
う
で
す
。

　

以
下
、
若
者
（
20
歳
）
の
新
聞
投
稿
。

「
最
近
、
高
齢
者
の
常
識
の
な
さ
に
あ
き

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
私
は
電
車
通

学
し
て
い
る
が
、
整
列
乗
車
し
な
い
、
並

ん
で
い
る
横
か
ら
平
気
で
割
り
込
ん
で
乗

り
、
座
席
を
と
る
。
荷
物
を
置
き
占
領
す

る
。（
中
略
）
ス
ー
パ
ー
で
レ
ジ
の
バ
イ

ト
を
し
て
い
る
が
、
カ
ー
ト
か
ら
か
ご
を

下
ろ
せ
と
い
う
命
令
口
調
に
始
ま
り
、
後

ろ
に
大
勢
の
客
が
並
ん
で
い
る
の
に
品
物

を
袋
に
入
れ
ろ
と
か
返
品
し
て
く
れ
と
か

自
分
勝
手
な
要
求
が
多
い
。
高
齢
者
は

『
今
時
の
若
者
は
』
と
言
う
が
、
こ
ち
ら

か
ら
言
わ
せ
れ
ば
『
今
時
の
高
齢
者
は
』

と
思
う
こ
と
も
あ
る
。」（
毎
日
新
聞
朝
刊

２
０
１
７
年
12
月
4
日
）

　

投
稿
者
の
言
い
分
に
も
一
理
あ
り
ま

す
。
若
者
を
良
く
も
悪
く
も
育
て
る
の
は

大
人
で
す
。
若
者
の
行
動
は
大
人
を
写
す

カ
ガ
ミ
。『
今
ど
き
の
若
者
は
』
と
批
判

す
る
の
で
は
な
く
、『
今
時
の
若
者
に
し

て
は
』
と
称
賛
で
き
る
よ
う
に
『
今
時
の

立
派
な
大
人
（
高
齢
者
）』

の
行
動
が
求
め
ら
れ
て

い
る
時
代
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

編集部コラム

▲「やすらぎ」のバックナンバーは二中地区公民館ホームページから見ることができます。

木
田
余
城
跡
地
で
今
あ
る
の
は
信し

太だ

範の
り

宗む
ね

の
墓
（
地
図
②
）
の
み
で
あ
る
。
木
田

余
城
は
戦
国
時
代
か
ら
の
戦
や
近
代
化
と

共
に
時
代
の
遍
歴
を
経
て
、
城
は
も
ち
ろ

ん
土
塁
や
濠
と
い
っ
た
城
の
形
跡
ま
で
早

く
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
城
が
ど
の
く

ら
い
の
大
き
さ
で
、
ど
の
よ
う
な
形
を
し

て
い
た
か
な
ど
残
念
な
が
ら
よ
く
分
か
ら

な
い
（
地
図
③
）。
ま
た
城
に
伴
う
出
土

品
も
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
な
い
。
い
わ
ば

「
ま
ぼ
ろ
し
の
城
」
で
あ
る
。「
ま
ぼ
ろ
し

の
城
」
で
は
あ
る
が
木
田
余
城
が
戦
国
時

代
を
中
心
に
歴
史
の
舞
台
に
登
場
し
て
い

た
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
歴
史
的
文
献
に
も

記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
木
田
余

城
跡
地
か
ら
「
和
鏡
」
が
出
土
さ
れ
た
。

発
見
時
の
状
況
を
藤
崎
一
男
さ
ん
（
木

田
余
町
在
住
）
に
お
伺
い
し
ま
す
と
、
発

見
さ
れ
た
の
は
昭
和
55
年
頃
（
常
磐
線
電

留
基
地
工
事
２
年
前
）
で
、
鏡
は
耕
作
中

に
水
田
地
下
約
60
㎝
の
砂
の
中
に
食
い
込

ん
だ
状
態
で
発
見
さ
れ
た
と
の
事
（
地
図

①
）。
発
見
時
は
ピ
カ
ピ
カ
の
状
態
で
、

見
つ
け
た
と
き
は
ミ
ル
ク
缶
の
蓋
か
と

思
っ
た
が
、
裏
を
見
た
ら
模
様
が
あ
っ
た

の
で
鏡
だ
と
分
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
地

「
ま
ぼ
ろ
し
の
木
田
余
城
」か
ら

　
　
　
　
　 

出
土
し
た「
和
鏡
」

文
化
広
報
部
　
福
田
　
隆
通

元
の
歴
史
に
興
味
・
関
心
を
も
っ
て
い
た

藤
崎
さ
ん
と
出
会
っ
た
か
ら
こ
そ
現
在
に

蘇
っ
た
「
和
鏡
」
と
言
え
よ
う
。

木
田
余
城
跡
地
の
蓮
田
に
は
今
で
も
歴

史
的
に
価
値
あ
る
貴
重
な
資
料
が
眠
っ
て

い
る
。
今
後
も
そ
の
資
料
が
木
田
余
城
跡

地
か
ら
新
た
に
発
見
さ
れ
れ
ば
、
本
当
の

木
田
余
城
の
姿
が
見
え
て
く
る
か
も
し
れ

な
い
。特
に
蓮
田
を
耕
作
さ
れ
て
い
る
方
、

こ
れ
を
機
会
に
何
か
気
に
な
る
物
が
出
て

き
ま
し
た
ら
、
安
土
桃
山
期
～
江
戸
時
代

に
、
歴
史
的
ロ
マ
ン
に
、
思
い
を
寄
せ
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
宝
積
寺
（
木
田
余
町
）
に
も
江

戸
時
代
前
期
の「
和
鏡
」（
市
指
定
文
化
財
）

が
保
管
さ
れ
て
い
る
。小
田
城
主
宗む

ね

知と
も（

５

代
城
主
）
に
よ
っ
て
現
在
の
東
台
五
丁
目

に
建
立
さ
れ
た
宝
積
寺
（
１
３
０
６
年
）

に
は
木
田
余
城
が
落
城
（
１
５
７
８
年
）

し
た
後
、
木
田
余
城
跡
が
跡
か
た
も
な
く

消
え
る
こ
と
を
心
配
し
た
土
浦
城
主
「
朽く

ち

木き

氏
」に
よ
っ
て
江
戸
時
代
に
旧
本
丸（
旧

木
田
余
二
区
常
磐
線
南
側
）
に
移
さ
れ
、

明
治
に
な
っ
て
常
磐
線
の
蒸
気
機
関
車
か

ら
の
飛
び
火
に
よ
っ
て
焼
け
、
現
在
地
に

移
転
さ
れ
た
。
そ
の
歴
史
に
重
み
あ
る
宝

積
寺
で
「
和
鏡
」
が
身
近
に
拝
見
で
き
る
。

興
味
・
関
心
あ
る
方
は
「
上
高
津
貝
塚

ふ
る
さ
と
歴
史
の
広
場
」
で
「
和
鏡
」
を

実
見
し
た
り
、
宝
積
寺
の
飯
山
住
職
さ
ん

や
発
見
者
の
藤
崎
さ
ん
に
一
度
お
話
を

伺
っ
た
り
し
て「
ま
ぼ
ろ
し
の
木
田
余
城
」

の
姿
を
垣
間
見
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

和鏡：土浦市指定文化財
　　　年代 16 世紀後半～江戸中期
　　　直径 11.5 cm　厚さ 0.28cm
　　　松樹図柄鏡　写真は裏面
　　　「天下一」の文字が記されている。
　　　＊宝積寺の和鏡にも「天下一」の

文字が記されている。

① 和鏡出土の場所　② 信太範宗の墓の場所
③ 木田余城跡地（推測される場所）： 破線
写真 ： 信太範宗の墓、説明板
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